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運用報告書（全体版） 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型） 
インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 

 

 
 

第68期（決算日：2019年７月16日） 

第69期（決算日：2019年８月13日） 

第70期（決算日：2019年９月13日） 

第71期（決算日：2019年10月15日） 

第72期（決算日：2019年11月13日） 

第73期（決算日：2019年12月13日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「国際 アジア・リート・ファン

ド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月

決算型）」は、去る12月13日に第73期の決算を行いま

したので、法令に基づいて第68期～第73期の運用状

況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信  特化型  

信 託 期 間 2023年６月13日まで（2013年９月20日設定） 

運 用 方 針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、安定したインカ
ムゲインの確保と信託財産の成長を目指して運用を行
います。 

主 要 運 用 対 象 

国際  アジア・ 
リート・ファンド 
（通貨選択型） 
インドネシア・ 
ル ピ ア コ ー ス 
（毎月決算型） 

アジア・リート・マスター・ファンド
（ＩＤＲクラス）受益証券およびマネー・
プール マザーファンド受益証券 

アジア・リート・ 

マスター・ファンド 

（ＩＤＲクラス） 

シンガポール・ドルや香港ドルなど複数
の通貨建の日本を除くアジア諸国・地域
の金融商品取引所に上場（これに準ずる
ものを含みます。）している不動産投資信
託（リート）等 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運 用 方 法 

・日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上場
（これに準ずるものを含みます。）している不動産投
資信託（リート）等に投資します。 

・不動産投資信託（リート）等の安定したインカムゲイ
ンの確保と、値上がり益、および為替差益の獲得を目
指します。 

・シンガポール・ドルや香港ドルなど複数の通貨建の不
動産投資信託（リート）等に投資を行い（以下、不動
産投資信託（リート）等の通貨のことを「原資産通貨」
ということがあります。）、原則として原資産通貨につ
いて原資産通貨売り／インドネシア・ルピア買いの為
替取引を行います。 

主 な 組 入 制 限 

・投資信託証券（上記の受益証券をいいます。）への投
資割合には制限を設けません。 

・１発行体等あたりの当ファンドの純資産総額に対す
る比率は、原則として、25％以内とします。 

分 配 方 針 

毎月13日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収
益分配方針に基づいて分配を行います。分配対象額の範
囲は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含み
ます。）等の全額とします。基準価額水準、市況動向、
残存信託期間等を勘案して、分配金額を決定します。（た
だし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わない場
合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 
◆当ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は信

用リスク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設けてお
り、投資対象に支配的な銘柄（寄与度＊が10％を超える又は超える可
能性の高い銘柄）が存在し、又は存在することとなる可能性が高いも
のを、特化型としています。 
＊寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたりの

時価総額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あた
りの構成比率を指します。 

◆当ファンドは、日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上場し
ている不動産投資信託（リート）等に実質的に投資します。当ファンド
の投資対象には支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄への投資が
集中することがあり、当該支配的な銘柄に経営破綻や経営・財務状況の
悪化が生じた場合には、大きな損失が発生することがあります。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　当作成期（過去６ヵ月間）の運用で主眼におい
たポイントをご説明させていただきます。
配当利回りなどの面で相対的に投資妙味が高いと
思われる銘柄を中心にポートフォリオを構築しま
した。

【第73期末における主なリート市場への投資比率
と投資のポイント】

◎シンガポール　73.9％
　シンガポール市場は、低金利環境の持続期待な
どを受けた利回り資産に対する買い需要が同市場
をサポートする材料になるとみられます。世界的
に緩やかな経済成長が見込まれる中、シンガポー
ルの実物不動産市場は、マリーナ・ベイ地区に所
在する優良なオフィス不動産を中心に賃料が改善
傾向にあり、多国籍企業からのテナント需要が旺
盛であることや今後数年に予定されているオフィ
ス不動産の供給量が限定的であることなどから、
不動産の需給バランスは安定的とみています。ま
た、大手リートを中心に豪州や米国、ドイツなど
の海外不動産を取得する動きが活発であり、中長
期的な配当成長維持を企図したポートフォリオ最
適化の動きが高まりつつあります。引き続き、
リートによる保有資産の拡大や業績成長に加え、
配当利回りが先進国リート市場の中で相対的に高
いことなどに注目しています。バリュエーション
については、2019年の堅調な市場などを背景に投
資妙味が幾分後退したものの、過去平均や他リー
ト市場との相対比較では依然として魅力的な水準

にあるとみています。

◎香港　24.1％
　香港市場は、反政府抗議デモの長期化を受けた
同地域・経済成長の鈍化、中国を中心とした海外
からの旅客者数減に加え、小売売上高の落ち込み
などがリートの業績へ与える影響を注視していま
す。ポートフォリオでは、小売りやオフィスの中
小型銘柄を中心に投資比率を引き下げたものの、
地元住民向けのショッピング・モールなどを手掛
け、アジア・リート市場で時価総額最大級のリー
トである「LINK REIT」に関しては投資比率を引
き上げました。同社が2019年11月に発表した決
算内容で底堅い結果を示唆したほか、運用戦略や
経営陣を評価しており、投資口価格がバリュエー
ション面で投資妙味が高いとみています。引き続
き、相対的に競争力が劣る物件の売却資金を原資
とした優良不動産の取得や、増配や自社株買いな
どの株主還元策の強化に対して期待が高まってお
り、また、賃料のプラス成長が相対的に期待でき
る中国の優良ショッピング・センターの取得を進
めている点に注目しています。

イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）リミテッド
エクイティ・インカム・チーム
ポートフォリオ・マネジャー
パーリー・ヤップ

（注）上記の投資比率はアジア・リート・マスター・
ファンド全体における対純資産比率です。

（注）上記は、アジア・リート・マスター・ファンドの
資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもの
です。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
44期(2017年７月13日) 9,586 100 2.7 － － 98.8 2,547 

45期(2017年８月14日) 9,513 100 0.3 － － 99.0 2,587 

46期(2017年９月13日) 9,661 100 2.6 － － 99.0 2,591 

47期(2017年10月13日) 9,531 100 △ 0.3 － － 99.0 2,534 

48期(2017年11月13日) 9,843 100 4.3 － － 99.0 2,517 

49期(2017年12月13日) 10,038 100 3.0 － － 99.0 2,388 

50期(2018年１月15日) 10,125 100 1.9 － － 99.0 2,338 

51期(2018年２月13日) 8,955 100 △10.6 － － 99.0 1,998 

52期(2018年３月13日) 8,797 100 △ 0.6 － － 99.0 1,908 

53期(2018年４月13日) 8,724 100 0.3 － － 99.0 1,795 

54期(2018年５月14日) 8,777 100 1.8 － － 99.0 1,806 

55期(2018年６月13日) 8,786 100 1.2 － － 99.0 1,743 

56期(2018年７月13日) 8,710 100 0.3 － － 99.0 1,660 

57期(2018年８月13日) 8,568 100 △ 0.5 － － 99.0 1,564 

58期(2018年９月13日) 8,280 100 △ 2.2 － － 99.0 1,418 

59期(2018年10月15日) 7,738 100 △ 5.3 － － 99.0 1,279 

60期(2018年11月13日) 8,119 100 6.2 － － 99.2 1,347 

61期(2018年12月13日) 8,374 100 4.4 － － 99.0 1,401 

62期(2019年１月15日) 8,421 100 1.8 － － 99.0 1,565 

63期(2019年２月13日) 8,874 100 6.6 － － 100.4 2,350 

64期(2019年３月13日) 8,998 100 2.5 － － 99.0 3,554 

65期(2019年４月15日) 9,219 100 3.6 － － 99.0 3,608 

66期(2019年５月13日) 8,832 100 △ 3.1 － － 99.0 3,324 

67期(2019年６月13日) 9,028 100 3.4 － － 99.0 3,384 

68期(2019年７月16日) 9,386 100 5.1 － － 99.0 3,505 
69期(2019年８月13日) 8,737 100 △ 5.8 － － 99.0 3,195 

70期(2019年９月13日) 9,023 100 4.4 － － 99.0 3,300 

71期(2019年10月15日) 8,897 100 △ 0.3 － － 99.0 3,247 

72期(2019年11月13日) 8,661 100 △ 1.5 － － 98.8 3,093 

73期(2019年12月13日) 8,682 100 1.4 － － 99.0 3,050 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第68期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2019年６月13日 9,028 － － － 99.0 

６月末 9,269 2.7 － － 98.8 

(期  末)      

2019年７月16日 9,486 5.1 － － 99.0 

第69期 

(期  首)      

2019年７月16日 9,386 － － － 99.0 

７月末 9,286 △1.1 － － 98.9 

(期  末)      

2019年８月13日 8,837 △5.8 － － 99.0 

第70期 

(期  首)      

2019年８月13日 8,737 － － － 99.0 

８月末 8,802 0.7 － － 99.0 

(期  末)      

2019年９月13日 9,123 4.4 － － 99.0 

第71期 

(期  首)      

2019年９月13日 9,023 － － － 99.0 

９月末 8,927 △1.1 － － 99.0 

(期  末)      

2019年10月15日 8,997 △0.3 － － 99.0 

第72期 

(期  首)      

2019年10月15日 8,897 － － － 99.0 

10月末 9,001 1.2 － － 98.7 

(期  末)      

2019年11月13日 8,761 △1.5 － － 98.8 

第73期 

(期  首)      

2019年11月13日 8,661 － － － 98.8 

11月末 8,818 1.8 － － 99.0 

(期  末)      

2019年12月13日 8,782 1.4 － － 99.0 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

 



2

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

運用経過
第68期～第73期：2019年６月14日～2019年12月13日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

（百万円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2019/６/13 2019/８/９ 2019/10/９ 2019/12/９

純資産総額：右目盛 基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 68 期 首 9,028円
第 73 期 末 8,682円
既払分配金 600円
騰 落 率 2.8％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ2.8％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

世界的に長期金利が低下したことなどを背景に、シンガポールの
リートの価格などが上昇したことが、基準価額のプラスに寄与し
ました。
原資産通貨＊売り／インドネシア・ルピア買いの為替取引による
プレミアム（金利差相当分の収益）が、基準価額のプラスに寄与
しました。
インドネシア・ルピアが円に対して上昇したことが、基準価額の
プラスに寄与しました。
個別銘柄では、米国のオフィス不動産を保有する「MANULIFE 
US REAL ESTATE INV（シンガポール）」の上昇や、良好な事
業環境や外部成長期待の高まりなどから業績改善期待が高まった
「ASCENDAS REAL ESTATE INV（シンガポール）」の上昇な
どが、基準価額のプラスに寄与しました。
＊投資を行うリート等の通貨を「原資産通貨」といいます。以下同じ。

上昇要因

香港の反政府抗議デモなどを背景に投資家心理が悪化した結果、
香港のリートの価格が下落したことが、基準価額のマイナスに作
用しました。
個別銘柄では、アジア・リート市場で時価総額最大級のリート銘
柄である「LINK REIT（香港）」の下落や、香港で小売り不動産
を手掛ける「FORTUNE REIT（香港）」の下落などが、基準価
額のマイナスに作用しました。

下落要因

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）
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7

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

第68期～第73期：2019年６月14日～2019年12月13日

投資環境について

アジア・リート市況の推移（当作成期首を100として指数化）

（注）グラフはＳ＆ＰグローバルＲＥＩＴ指数のうち、上記２ヵ国・地域の各指数（現地通貨建配当込み）を使用して
います。

（注）Ｓ＆ＰグローバルＲＥＩＴ指数とは、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスＬＬＣが有する各株価指数の採用
銘柄の中から、原則として不動産投資信託（ＲＥＩＴ）および同様の制度に基づく銘柄の浮動株修正時価総額に
基づいて算出される指数です。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックス（Ｓ＆Ｐ ＤＪＩ）の商品であり、
これを利用するライセンスが三菱ＵＦＪ国際投信株式会社に付与されています。Ｓ＆Ｐ ＤＪＩは、同指数の誤り、
欠落、または中断に対して一切の責任を負いません。

（注）現地日付ベースで記載しております。

80

90

100

110

120

2019/６/12 2019/８/８ 2019/10/８ 2019/12/６

シンガポール

香港

アジア・リート市況
アジア・リート市場は、当作成期間を通
してみるとまちまちとなりました。
シンガポール市場は上昇しました。各国
の中央銀行が緩和的な金融政策維持を示
したことなどを背景に世界的に長期金利
が低下し、利回り資産に対する買い需要
が高まったことなどから上昇しました。
一方で、主力リートを中心とした物件取
得時における公募増資の発表などがリー

ト価格の上値を抑えました。
香港市場は、香港の逃亡犯条例を巡る抗
議デモなどを背景に投資家心理が悪化し、
同地域の経済成長や実物不動産市場への
不透明感などが高まった結果、小売りや
オフィス・セクターのリート銘柄を中心
に下落しました。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）
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8

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

為替市況の推移（当作成期首を100として指数化、対円）

96

98

100

102

104

2019/６/12 2019/８/８ 2019/10/８ 2019/12/６

円・インドネシアルピア

為替市況
当作成期間を通してみると、インドネシ
ア・ルピアは対円で上昇しました。
当作成期首から2019年７月にかけては、
米国の利下げ期待による先進国の長期金
利低下や、ジョコ大統領の政権継続に対
する期待感などを背景にインドネシア・
ルピアは対円で上昇したものの、８月上
旬から９月上旬にかけては、米中の通商
政策を巡る対立激化などを背景に世界的
にリスク回避の動きが強まり、インドネ
シア・ルピアは対円で下落しました。そ
の後は、米中貿易協議の進展期待や金融
市場への過度な警戒感が後退したことな
どを背景にインドネシア・ルピアは対円
で上昇し、当作成期間を通しては、イン
ドネシア・ルピアは対円で上昇しました。

（注）現地日付ベースで記載しております。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移、国庫短期証券（３ヵ月物）
の利回りはマイナス0.1％を下回る水準で
推移しました。
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移し、足下ではマイナス0.01％
程度で推移しました。

日銀による短期国債の買入れなどから、
国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマ
イナス0.1％を下回る水準で推移しました。
当作成期首からマイナス0.15％前後で推
移していましたが、2019年９月末に需給
の引き締まりによりマイナス0.4％まで低
下しました。その後上昇し、足下はマイ
ナス0.16％程度で推移しました。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

国際 アジア・リート・ファンド（通貨
選択型）インドネシア・ルピアコース
（毎月決算型）
当作成期を通じて、円建の外国投資信託
であるアジア・リート・マスター・ファ
ンド（ＩＤＲクラス）受益証券を高位に
組み入れ、マネー・プール　マザーファ
ンド受益証券への投資も行いました。
当作成期末においては、アジア・リー
ト・マスター・ファンド（ＩＤＲクラ
ス）を99.0％、マネー・プール　マザー
ファンドを0.0％組み入れています。

アジア・リート・マスター・ファンド
（ＩＤＲクラス）
主としてシンガポール・ドルや香港ドル
など複数の通貨建の日本を除くアジア諸
国・地域の金融商品取引所に上場（これ
に準ずるものを含みます。）している
リート等に投資しました。
国債利回りと比較して、配当利回りに妙
味があると判断した銘柄を中心に投資を
行いました。

組み入れる原資産通貨に対して、原資産
通貨を実質的にインドネシア・ルピア建
となるように原資産通貨売り／インドネ
シア・ルピア買いの為替取引を行いまし
た。
銘柄入替のポイントは以下の通りです。

売買動向
LINK REIT（香港）：香港や中国で地元住
民向けのショッピング・モールなどを手
掛ける当該銘柄に関して、香港の金融市
場に対する投資家心理の悪化などを受け
て投資口価格が下落した結果、バリュ
エーション面で相対的に投資妙味が増し
たと判断し、一部買付を行いました。
SUNTEC REIT（シンガポール）：当該銘
柄の投資口価格動向や業績水準等を勘案
した結果、一部売却を行いました。

マネー・プール　マザーファンド
わが国のコール・ローンおよびＣＰ現先
取引等への投資を通じて、安定した収益
の確保および適正な流動性の保持を図り
ました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第68期

2019年６月14日～
2019年７月16日

第69期
2019年７月17日～
2019年８月13日

第70期
2019年８月14日～
2019年９月13日

第71期
2019年９月14日～
2019年10月15日

第72期
2019年10月16日～
2019年11月13日

第73期
2019年11月14日～
2019年12月13日

当期分配金
（対基準価額比率）

100
（1.054％）

100
（1.132％）

100
（1.096％）

100
（1.111％）

100
（1.141％）

100
（1.139％）

当期の収益 100 70 79 67 62 54

当期の収益以外 － 29 20 33 37 45

翌期繰越分配対象額 3,176 3,146 3,126 3,093 3,056 3,010

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

国際 アジア・リート・ファンド（通貨
選択型）インドネシア・ルピアコース
（毎月決算型）
引き続き、円建の外国投資信託であるア
ジア・リート・マスター・ファンド（Ｉ
ＤＲクラス）受益証券に投資を行います。
また、マネー・プール　マザーファンド
受益証券への投資も行います。

アジア・リート・マスター・ファンド
（ＩＤＲクラス）
引き続き、主としてシンガポール・ドル
や香港ドルなど複数の通貨建の日本を除
くアジア諸国・地域の金融商品取引所に
上場（これに準ずるものを含みます。）
しているリート等に投資を行います。
原則として原資産通貨について原資産通
貨売り／インドネシア・ルピア買いの為
替取引を行います。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

ポートフォリオの構築にあたっては、市
場価格が個別銘柄の適正価格を正しく反
映していない結果生じている割安度合い
などを重視する方針です。
アジア・リート市場は、各国の中央銀行
が緩和的な金融政策を維持するとの見方
や世界的な低金利環境の持続期待が、実
物不動産市場やリートの投資口価格を下
支えする材料になるとみています。ここ
数年でアジア・リート市場は相対的に大
きく上昇した一方、リートが保有する不
動産の資産価値も安定的にプラス成長を
維持しており、国・地域別では、シンガ
ポールの小売りやオフィスを保有する
リート銘柄に投資妙味があるとみていま
す。
シンガポールは、低金利環境の持続期待
に加え、実物不動産市場の賃料や空室率
の改善などが市場のサポート材料になる
とみています。実物不動産市場は、優良
オフィス不動産を中心にテナントの需要
が底堅いことや、今後予定されている不
動産の供給量が例年と比べて限定的であ
ることなどから、不動産ファンダメンタ
ルズは回復基調にあります。また、大手
リートによる海外資産取得の動きも業績
へのサポート材料となっています。引き
続き、配当利回りの水準が国債利回りや
他のグローバル・リート市場との比較で
相対的に魅力的な水準にあることなどに
注目しています。

香港については、郊外に立地し生活必需
品が取扱商品の中心である商業施設を主
要投資対象とする銘柄を有望とみていま
す。また、足下では反政府抗議デモの動
きなどが、短期的に香港の小売売上高や
リートの上値を抑える要因になるとみて
いる一方、最大手リートが保有する小売
り物件は地元顧客向けのスーパーマー
ケット等が中心であるため、外国人観光
客の落ち込みを受けた業績への影響等は
相対的に限定的とみています。
引き続き、安定したインカムゲインの確
保と信託財産の成長を目指した運用をす
る方針です。

マネー・プール　マザーファンド
物価は緩やかに上昇していくと予想して
いますが、日銀の物価目標である２％に
は届かないと思われます。したがって、
今後も金融緩和政策が継続すると想定さ
れることから、短期金利は低位で推移す
ると予想しています。以上の見通しによ
り、わが国の国債や短期国債（国庫短期
証券）現先取引、コール・ローンおよび
ＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定
した収益の確保や常時適正な流動性の保
持をめざした運用を行う方針です。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

2019年６月14日～2019年12月13日

１万口当たりの費用明細

項目
第68期～第73期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 55 0.616 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (17) (0.191) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (37) (0.409) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.005 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 55 0.621

作成期中の平均基準価額は、8,975円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）
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5

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.05％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 2.05

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.24

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.72

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.09

運用管理費用
（投信会社）
0.38％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.72％

運用管理費用以外
0.09％

当ファンド
1.24％

投資先
ファンド
0.81％ 総経費率

2.05％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年６月14日～2019年12月13日) 

 

 

銘 柄 
第68期～第73期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
アジア・リート・マスター・ファンド（ＩＤＲクラス） 272,229 213,523 614,653 486,410  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月14日～2019年12月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月13日現在) 

 

銘 柄 
第67期末 第73期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アジア・リート・マスター・ファンド（ＩＤＲクラス） 4,232,110 3,889,687 3,020,342 99.0 

合 計 4,232,110 3,889,687 3,020,342 99.0 
 

（注） 比率は国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第67期末 第73期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 99 99 100 
 
 
 
  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○投資信託財産の構成 (2019年12月13日現在) 

項 目 
第73期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 3,020,342 97.4 

マネー・プール マザーファンド 100 0.0 

コール・ローン等、その他 80,106 2.6 

投資信託財産総額 3,100,548 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第68期末 第69期末 第70期末 第71期末 第72期末 第73期末 

2019年７月16日現在 2019年８月13日現在 2019年９月13日現在 2019年10月15日現在 2019年11月13日現在 2019年12月13日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 3,557,340,475   3,235,625,534   3,341,250,148   3,287,427,260   3,144,331,580   3,100,548,723   

 コール・ローン等 85,946,769   70,804,328   73,706,206   71,353,822   70,593,273   80,106,348   

 投資信託受益証券(評価額) 3,470,273,686   3,164,571,186   3,267,173,922   3,215,513,428   3,055,748,297   3,020,342,365   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 100,020   100,020   100,020   100,010   100,010   100,010   

 未収入金 1,020,000   150,000   270,000   460,000   17,890,000   －   

(B) 負債 51,940,207   39,965,187   41,229,150   40,044,389   50,957,649   49,733,144   

 未払金 －   －   70,000   －   －   50,000   

 未払収益分配金 37,347,725   36,574,171   36,571,719   36,501,485   35,715,776   35,140,654   

 未払解約金 10,725,556   198,232   1,211,919   －   12,021,856   11,370,897   

 未払信託報酬 3,832,751   3,164,642   3,345,821   3,511,819   3,191,630   3,143,766   

 未払利息 186   66   94   16   153   16   

 その他未払費用 33,989   28,076   29,597   31,069   28,234   27,811   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,505,400,268   3,195,660,347   3,300,020,998   3,247,382,871   3,093,373,931   3,050,815,579   

 元本 3,734,772,508   3,657,417,101   3,657,171,926   3,650,148,510   3,571,577,618   3,514,065,443   

 次期繰越損益金 △  229,372,240   △  461,756,754   △  357,150,928   △  402,765,639   △  478,203,687   △  463,249,864   

(D) 受益権総口数 3,734,772,508口 3,657,417,101口 3,657,171,926口 3,650,148,510口 3,571,577,618口 3,514,065,443口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,386円 8,737円 9,023円 8,897円 8,661円 8,682円 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第68期 第69期 第70期 第71期 第72期 第73期 

2019年６月14日～ 
2019年７月16日 

2019年７月17日～ 
2019年８月13日 

2019年８月14日～ 
2019年９月13日 

2019年９月14日～ 
2019年10月15日 

2019年10月16日～ 
2019年11月13日 

2019年11月14日～ 
2019年12月13日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 40,805,849   28,922,380   29,951,635   27,999,316   25,501,056   20,619,019   

 受取配当金 40,808,464   28,924,443   29,953,452   28,000,611   25,502,317   20,620,036   

 受取利息 －   －   20   56   －   54   

 支払利息 △        2,615   △        2,063   △        1,837   △        1,351   △        1,261   △        1,071   

(B) 有価証券売買損益 133,927,374   △  226,286,856   114,570,547   △   34,253,373   △   70,674,734   24,945,885   

 売買益 142,953,508   116,741   192,634,222   74,104,525   2,049,389   66,140,671   

 売買損 △    9,026,134   △  226,403,597   △   78,063,675   △  108,357,898   △   72,724,123   △   41,194,786   

(C) 信託報酬等 △    3,866,740   △    3,192,637   △    3,375,418   △    3,542,888   △    3,219,864   △    3,171,577   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 170,866,483   △  200,557,113   141,146,764   △    9,796,945   △   48,393,542   42,393,327   

(E) 前期繰越損益金 △    8,104,603   122,497,396   △  114,274,800   △    9,654,684   △   54,596,724   △  136,062,276   

(F) 追加信託差損益金 △  354,786,395   △  347,122,866   △  347,451,173   △  346,812,525   △  339,497,645   △  334,440,261   

 (配当等相当額) (  1,060,917,038)  (  1,039,263,667)  (  1,039,537,107)  (  1,037,825,039)  (  1,015,734,705)  (    999,604,038)  

 (売買損益相当額) (△1,415,703,433)  (△1,386,386,533)  (△1,386,988,280)  (△1,384,637,564)  (△1,355,232,350)  (△1,334,044,299)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  192,024,515   △  425,182,583   △  320,579,209   △  366,264,154   △  442,487,911   △  428,109,210   

(H) 収益分配金 △   37,347,725   △   36,574,171   △   36,571,719   △   36,501,485   △   35,715,776   △   35,140,654   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △  229,372,240   △  461,756,754   △  357,150,928   △  402,765,639   △  478,203,687   △  463,249,864   

 追加信託差損益金 △  354,786,395   △  347,122,866   △  347,451,173   △  346,812,525   △  339,497,645   △  334,440,261   

 (配当等相当額) (  1,060,917,038)  (  1,039,263,667)  (  1,039,537,107)  (  1,037,825,039)  (  1,015,734,705)  (    999,604,038)  

 (売買損益相当額) (△1,415,703,433)  (△1,386,386,533)  (△1,386,988,280)  (△1,384,637,564)  (△1,355,232,350)  (△1,334,044,299)  

 分配準備積立金 125,414,155   111,652,968   103,983,746   91,455,538   75,803,936   58,402,324   

 繰越損益金 －   △  226,286,856   △  113,683,501   △  147,408,652   △  214,509,978   △  187,211,927   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 3,748,855,348円 

作成期中追加設定元本額 61,861,011円 

作成期中一部解約元本額 296,650,916円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.8682円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は463,249,864円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2019年６月14日～ 
2019年７月16日 

2019年７月17日～ 
2019年８月13日 

2019年８月14日～ 
2019年９月13日 

2019年９月14日～ 
2019年10月15日 

2019年10月16日～ 
2019年11月13日 

2019年11月14日～ 
2019年12月13日 

費用控除後の配当等収益額 39,902,965円 25,729,743円 29,252,248円 24,456,428円 22,281,192円 19,183,880円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 23,190,964円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 1,060,917,038円 1,039,263,667円 1,039,537,107円 1,037,825,039円 1,015,734,705円 999,604,038円 

分配準備積立金額 99,667,951円 122,497,396円 111,303,217円 103,500,595円 89,238,520円 74,359,098円 

当ファンドの分配対象収益額 1,223,678,918円 1,187,490,806円 1,180,092,572円 1,165,782,062円 1,127,254,417円 1,093,147,016円 

１万口当たり収益分配対象額 3,276円 3,246円 3,226円 3,193円 3,156円 3,110円 

１万口当たり分配金額 100円 100円 100円 100円 100円 100円 

収益分配金金額 37,347,725円 36,574,171円 36,571,719円 36,501,485円 35,715,776円 35,140,654円 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第68期 第69期 第70期 第71期 第72期 第73期 

１万口当たり分配金（税込み） 100円 100円 100円 100円 100円 100円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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